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シャルル・ペギーの《ジャンヌ・ダルク》

田代 楳

[I J 18971下の「ジャンヌ・ダルグ！まで

ベギーがジャンヌ・ダルクについて書き初めたのは1895年，彼がエコー

ル・ノルマル・シュベリュールに在学中のことである。ベギーは’95年 7

月から’96年10月まで同校を休学し故郷のオルレアンに戻って 3幕から

成る戯曲「ジャンヌ・ダルクlを書いた。

ベギーとジャンヌ・ダルクの結びつきは，彼の生地がオノレレアンである

ことからその幼年時より強く，更にエコール・ノルマル受験の九，兵役を

終えたベギーが過ごしたサント＝パルプ校時代， 1893年一1894年，彼が社

会主義に馴染み，信仰を失なってゆく過程において，彼のジャンヌは，カ

トリッグの教権主義に抹殺された，純粋な心tl~を持つ悲劇の《女性》とし

て意識される様になる。

ベギーは彼なりの準備をし終わると《ジャンヌ・夕、、ルク》執筆を開始す

る口《僕は，彼女が僕の目の前を通過してし、ったかの様に， この物語に取

り組んでいます。》と彼は友人のカミール・ピドーに書く。作品（土1897年

12月末に完成する。

この間に，ベギーはその精神的支れであった無二のおl友・マルセル・ボ

ードワンを失ない， 1897年10月にペギーはマルセルの妹と結婚している。

「J・DJの成立背；去を考える時，このマルセル・ボードワンの存在は非常

に重要である。ここにベギーの雑誌とも言える「半月手111，~j (1900年， 4月

5日号）に，ベギーの手による次の様な記述がある。

《私は， Jx.•人のマルセルとヒ。エーノL ・ボードワンが， 3 部から成る劇に若

干している数年11¥J，その事を円安ljに考えていた口そして彼らは1897年 6月
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に書き終わり，その印刷は同年12月末に終了したのだ。》

引用文冒頭の《私》の《友人》マルセノレとピエール・ボードワンに関し

て言うなら，マルセルとは，マルセノL ・ボードワンのことである。ならば

’96年に天折したマルセルが，’97年の「J・D」の完成， 印刷に立ち合うは

ずはない。またピエール・ボードワンとは，実在の人物ではなく，シャル

ル・ベギーその人であり《私》である。つまりベギーは亡き友人，マルセ

ル・ボードワンとの共著の体載をとりつつ，作品「J・DJ の中に，友人と

の精神的つながりを具現させようとしたのである。

ペギーとボードワンがどの様な点において精神的に一致していたか，と

古う問題は，ボードワン家の家風全体に関わり，同時にそれは若いベギー

の思想と一致する。即ち，白由主義的，社会主義的，更には強烈な反カト

リック主義的思想である。その思想、を再びペギーが友人ボードワンとの対

話として「J・D」とほぼ並行して書かれた作品が’98年に脱稿した《マル

セル，調和ある都市に関する第 1の対話》である。この《対話》などどこ

にも見当らない作品もまた《マルセル》が正題であり，他の部分は副題で

ある。マルセルとはマルセル・ボードワンを指し著者は再びヒ。エール・

ボードワン，即ちベギーである。従ってこの書は，ベギーの個人的な死者

との対話であり，実際に苦かれた内容は亡き友人と共に夢見たくユート

ピア〉の表明である。

この様に，「J・D」及び「調和ある都市」の 2作品は，共にマルセル・ボ

ードワンの影響下において執乍されたベギーの初期の 2大作品で、あり，原

珂！的にカトリッケ（またはキリスト教のtf!！）を再定した上で、の思想が， 1 

方で、は劇作品として，また一方では（比｜取的に）福音書的な体裁をもっ奇

妙な散文作品として示される。

「調和ある都市」の概要は次の通りである。調和ある都市は権威と管珂！

の原理を否定し，競争の概念を否定し，それを構成するものは個をもって

つねに全体を日指す動物社会全体を包括する調和のある都市であり，そこ

で、は精神及び肉体の調和は完全に保たれ，学問，芸術はすべて保障され，〉

内的精神生前は無名作，無fftVI：の原則を間iまえ，すべての持遍性を日指す
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（あるいは保障された）未米を指向する魂のJI~均の場， 都市である 0 .!Jl代

文明は否定され，古代社会は復活し，その古代はフランスの古代，中世で

ある。しかしその都市は超自然的なものを受け入れる事はせず，万物の粕

神に自由に， I~！然に宿る古代の英知を継承する。即ち，我々が望みうる最

高の調和ある《都市》なのである。

このユートピア，エデンの楽園的発想には社会主義者ベギーの理想がこ

められており，現代社会の在り方を強く拒否する，謂わば原始共産制指向

さえ示す作品＇， （内容）と言える。更に重要なことは，ベギーの晩年の詩作

品「エヴァ」（1913）につながる《楽園》の原型が散見されるものの，こ

の作品でのペギーの《都市》は，はっきりと非天上的なものであり，地上

の《都市》なのである。即ち，それはペギー（とボードワン）が夢見た具

体的な社会主義ユートピアであり，世界的社会主義共和国の共和国的ユー

トピアなのでありジャンヌ・ダルクが世の悲惨を嘆きつつ天なる神にそれ

を告発するとき，彼女をとりまく《この世》の裏返し，成就された理想の

《都市》なのである。

[JI J ｛乍品としての｜ジ γンス・ダルグl

3部から！点る’97年の「J・D」はお；およそ次の係な場面構成（内容）をも

ザコ白

A) 第 1 古＇~：「ドンレミ J （土 3幕構成である。 5場から成る第 1幕は1425

年盛夏のドンレミを舞台とし， ジャネットとオヴィエットの対話に初ま

り，修道女ジェルヴェズとの対話を経て，ジャネットの長いモノローグで

終わるO

4場から成る第2幕は， 1428年 5月初めのドンレミを舞台とし，ジャン

ヌの伯父のデュランとの対話に移り， ドンレミ出発を決意したジャンヌが

その父母に別れを告げ（編す） ドンレミを兎つ判まで、が打tiかれる。

1 場かん成る ::r~ 3幕，1, 1429年 1JJのドンレミを舞子？とし，ボードリク

ールに迫い返されたジャンヌが，伯父のデュランと共に 111：び卜、．ンレミを発
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つ決意が描かれるo

B) 第 2 部：「戦闘」は 1~1j じく 3 幕構成である。 3 場から成る第 1 幕は，

1429年 4月30日のオルレアンを舞台とし，ジャンヌのオルレアン入域，イ

ギリス軍との戦闘の様子がジャンヌと多くの登場人物との対話の内に描か

れ，ジャンヌの行動に対する人々の評価，意見が示されてゆく。

4場から成るm2幕は1429年 9月8日， 9月 9EL 9月10LI, 9H13 LI 

のパリとサン・ドニの中間， ラ・シャベルの村を舞台とし，ジャンヌのノt

リ市攻略の失敗と，ジャンヌをとりまく人々の離反（別離）が描かれる。

1場から成る第 3幕は1430年3月下旬のスュリー・スュール・ロワール

のラ・トレムイユ城の一室を舞台とし，孤立したジャンヌと戦意を失なっ

たフランス王シャルルVII世との束の間の会見を一軸に，再び戦おうとするジ

ャンヌがオルレアン市民に助力を乞う様子が描かれる。

C) 第 3部：「ルーアン」は 2幕構成である。第 1幕は 5場から成り，

1431年2月下旬のルーアンの城の王家の教会におけるジャンヌの弾刻裁判

に集まる多くの聖職者， r-111学者等の対話に始まり，ジャンヌに対する審問

が繰り広げられ，ルーアンの城の大塔でジャンヌを監視する役人達の会話

部分を挿入しつつ獄中のジャンヌがJ苗かれ， 1111年 5月24日朝まで、が描かれ

る。

第2幕は非常に士ii.かい 1場から成り， 1431年5月30日，処刑を前にした

獄中のジャンヌの短かし、所りの場が拙かれ，全篇の幕が下りる。

[11]-A 特色

ごく簡単なあら筋でも分かる様に，「J・DJは史実に忠実であり， 13歳の

ジャネットから火刑台直前のジャンヌまでを描いでし、る。この点ジャン・

アヌイの「ひばり」（1953），火刑台上のジャンヌを描いたボール・クロー

デルの「火刑台上のジャンヌ・ダルク＿J(1934）とも異なり，ベギーの「J・

D_Jは，ジャンヌの史実における粧〈力的なエピソードのL、くつかを省いて

いるとは仁i・え，な場人物もまた1汀1：の人物が多数登場する史劇である。従

って，問題になるのは，史的に右結され，フランス人にと》｝て最も親しみ
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深－いジャンヌの物，；}fを，史劇として再生させるなら，作者ベギーはその例

人的思想を，動かしがたい陪史の推移の余白にどの様に狭み込み，その操

作を通じていかなるジャンヌ像を作り上げたか，と百うことになる。

’97年の「J・D」には，地上的な悪を告白するジャンヌの姿が色濃し、。

ここに， f主主の人物とは別個に創造された 2人の人物，オヴィエットと

修道女ジェルヴェズは，「ドンレミ」の場を形造る重要な人物連であり， 2 

つの典型（性格上の）である。

10歳のオヴィエットはフランスの固有性，フランスの帰属性（王太子へ，

神へ）など考えない乎凡な娘であり，イギリス軍が守ってくれるなら，そ

れを耐えればよく，神に何度も祈ったが叶えられなかったのだから，神も

またイギリス軍の強さを認めているのだ，と考える。だから，百姓は自分

の畑を耕やす事に精を出せばいいのであり，神の御志志にまかされた事

を，我々がとやかく 11出しするものではない，と百う。従って，オヴィエ

ットはジェノLヴェズがそのfiJをJ合てて修道女になった怠義よりも，むしろ

その事実によって彼女の叫が深く悲しんだ事実に注日する。このオヴィエ

ツト l土ジャンヌの 1JJ'riを示す有：｛｜：で、あり，小教区にしっかりと根ずし、た純

朴な父母愛， 大地への愛，村lへの愛を併せ持つ現世的な存在，百姓の性格

を有する。一方，修道女ジェルヴェズは教会そのものを象徴し， その権

！成， ffllへの帰依は絶対で、ある。すべては，キリストに倣うことにある。

《イエズス肢は？LJ=(yを説かれました。イェズス係は折られました。イエス

ス様はι：しまれました。私itは，私述のもてる努）Jのすべてを傾けてイエ

ズス様を倣わなければならないのです，……これが私達がこの世で為さね

ばならないことなのです。それは，もし私述が；υこ他の人々を，臆病にも，

地獄結ちさせること，そして他の人々と共に私述が臆病にも地獄落ちにな

るがままになることを望まないならばです》

魂が地獄に綿ちる事，即ち，救いなき死への恐怖感は，当時のベギーの

不安を象徴する[rliJ定観念で、あ，〉た。と／1iJA,1J'に，ベギーは長いll'iJ，キリスト

教（カトリ、ソグ）の説く《Jilij，武必ち》を， 1 f1Fの杭ti!＇的内 J白と受け取って

L、たのである。へ十ーはこう書く。
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《だから， 私はキリスト教の信仰に戦いを挑むでしょう。その信仰にお

いて，我々に最も無縁で，言ってみれば，我々にとって最も嫌らしく，野

蛮なもの，そして我々にとって決して容認出来ないもの， しかし良きキリ

スト教徒の心に付き纏っている，またそのために良きキリスト教徒も逃げ

出すか， こっそり背を向けるものは， 先生， それはこの様なものなので

す。つまり，我々が地獄落ち，と名付ける生と死の苛妙な結びつき，存在

しないものによる存在へのあの奇妙な裏ずけ，永遠なるものによるすべて

の裏ずけなのです。人間性を分かち与えられた者，それを己れに付与され

たすべての者は，決してこの様なことに同意したりしないでしょう。》

この地獄落ちへの恐怖感は修道女ジェルヴェズにおいては，イエズスに

倣う事で乗り超えられている。むしろ充足している。即ち，修道女ジェル

ヴェズは，悲しむ母を捨て修道院に入ると言う犠牲を払いつつも，教会の

域内でつつましく保持する信仰の故に，天上よりの訪れの時と様相を，そ

れが訪れるまでじっと神に委ねる人！日l. t1l1にすべての信依を置く人間（修

道女）なのであり《主よ，私は知っている，人の道の主は，人ではないこと

を。歩く人の歩みをどちらに向けるかは，人の手にはない》と確信する典

型である。だが，ジャンヌにとって，人の世は災いに満ちており， :f111の聖

性を世にもたらす為には， 戦わねばならないのである。〈地獄に落ちない

者〉も，〈地獄に落ちた者〉も，同様1つの幹で結ばれた，人間と言う《都

市》に住むべきなのだから。

修道女ジェルヴェズが帰ったあと， 1人ジャンヌが祈る言葉は痛切であ

る。

《神よ，私に，戦闘の為の良き指揮’1Yをお与えドさいませ。》

しかし，その指揮官がジャンヌ白身である時，彼女は分身のオヴィエッ

ト，即ち「教区」＝ムーズ川を拾て，分身，修道女ジェルヴェズの《祈り》

を超え，円ずから，神から，；（された聖なる使命を（暦史的）現実の中で，

現実的な方法（戦闘）によって遂行せざるをえなくなる。神の御子イエズ

スの陳汗ljの広義は，以後ジャンヌ「1 身のルーアンでの火Jfljf~への道程，意

義に転移する。従ぜ〉て，イエズスの際Jfljが弟［－）＿主の離反の〉いこ， 《面罵，
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日朝笑，侮辱，拷問，犯リド者としての苦悶の死が含む一切の挫折，失敗，愚，

fl白闇》を与えられつつ行なわれた様に，ジャンヌの神から与えられた（超

地上的）メッセージに由る使命の成就もまた，はっきりと地上的な力，政

治力，教会権力によって否定し尽される。

第2部「戦闘」の後半から第 3部「ルーアン」において，ペギーが原資

料から選び出し，描いたジャンヌの孤立してゆく姿，及びその孤立を演出

する地上的勢力の諸相のくっきりとした輪郭描写はこの作品中の白眉であ

る。

《おお，神よ，今， ルーアンが私の家で、なければならないのなら， 私の

祈りをお聴き下さいませ。この祈りを，私の本心よりの祈りとしてお聴き

下さいます様に，何故なら，まもなく，私がこの獄屋を出，外に出，

そしてあの広場で，私がどんな振舞いをいたし，何を口走りますのか，私

には見当もつかないからです。神よ，私を許したまえ，あなたにお仕えし

ながらも，私が犯したすべての悪を許したまえ。でも神よ，私は，私はあ

なたに忠実であった，と心得ております。私達はこの様にあなたに忠実に

やって参りました。私の《お告げの戸》は私を欺きはしませんでした。

でも十111よ，だからこそ，私共すべてをお救い下さいませ，我が神よ，ど

うか。

イエズス様， 私共すべてを永遠の生命へとお救いドさいますように。》

（強調は筆者）

この「J・D」最終部のジャンヌの《小さな祈り》は，短かいが故に痛切

であり，痛切であるが故に神の無情を責める響きが読みとれる。

一一神よ，正気の内にこれだけは言っておきたいのです。神のお告げに

忠実だったのは自分だけではなく，私達，と言う複数であった。みんな忠

実だった， "fitlに対して。だから私は皆が（世の人々＝地上）言う様に罪を

犯したとは思いませんが，私は皆に罪を犯したと責められ，今火刑台に登

ろうとしています， :t111よ，あなたに忠実だったのに。私は間違ってはいな

いのです。一一

これは，地上的勢）JIこj°ljlし流された敗者の三葉である。救世と地上の聖
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性，神の正義の成就を望みつつも，地上の正義に， l!/1ち，権力と権威と支配

の正義に，真実が打ち負かされたのである。《だからこそ》に続く部分，

2度にわたる《でも， tf/1よ》に続く部分， .HfJち判1への祈願のMと弱々 しし、

事かD これは，神への期待を失なった者の，むしろ漬神的とさえ言える恨

みつらみである。この響きを，我々は1910年の大作「我らの青春」に再び

感じるのである。 （それは， 本稿では多くは触れなし、ベギーのドレフュ

ス（事件）体験に山来する事は言・うまでもない。）

《すべては神秘に初まり， 政治的に終わる。すべては， 1つの神秘によっ

て，その（固有の）神秘によって，そして政治によってすべては終わるの

だ。……政治家共は，我々が彼等の政治の責任を負う事，我々が彼等の政

治路線を歩み，彼等の連繋の中を歩む事，彼等の政治的見解を支持する事

を欲求し彼等の政治，彼等の政治的妥協，彼等の政治的解決の為に，我

々の神秘、を彼等は裏切った。……今，事件は終わった。それは我々の幻影

はでなかった0 ・・・…我々は， だから今日こう言う事が出米る。我々は最

初，正真正銘の反ドレフュス主義に勝利し次には似非ドレフュス主義者

に打ち負かされ，今日で、は，ついに我々はそれら 2者ともどもに打ち負か

されつつあるのだ。 ドレフュス主義はひとつの宗教であった。……キリス

ト教的なものであった。（だが）教会の政治的なすべての力は（あのとき）

ドレフュス主義を敵とみなしていた。しかも，教会の政治的なすべての力

は常に神秘を敵にしていた。とりわけキリスト教的_tip秘をである。》（下線

筆者）

イェズスの《復活》を持たないジャンヌの死は敗北である。がしかし

イエズスの疎刑もまた無意味で、はなかったか，と言う問し、は，地上的なま

ま敗北するジャンヌを描いたベギ一円身の問し、かけに重なり合わされる。

そこに，ジャンヌの《最後》（火7fljの場）を描くことをしなかったベギーの

意図がある。

’97年の「J・D」には，械端に古うなら，修道女ジェルヴェズを例外とし

て，神への帰依は大Ji)'jに：？礼、てカッコにくくられ， :f-111へのJ賛美はありはし

ない。むしろく楽園〉は神なしで， 神秘をただ圧殺する権威ずくめの神
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（カトリックないしは教会）なしで作り得ると考えていたベギーには《調和

ある都市》へのプランがより現実的なものとなる口従って，このほぼ同時

期に書かれた 2作品は共に地上的な理想と失遂の両極を描いた作品と考え

られる。しかし，逆に，それらの作品の背後で、ベギーを支えて来た死者，

マルセル・ボードワンとベギーの関係は，この後急速に遠去かる。むしろ

彼らは瓦し、に対立し合う関係となる。死者は完全に葬られる。

[IlIJ 1910年の「ジャンヌ・ダルグの愛徳の神秘劇」

’97年の「J・D」から’10年の「M・J・DJまでのベギーがその生活面にお

いてどの様な状態にあったかごく大雑把にとらえれば次の様な 3点に絞ら

れる。

1）身体的不調， 2）「カイエ」の財政的破綻， 3）精神的危機

こうした物心両面の苦悩の中でベギーの《同心》が突然果たされる。こ

れは，ベギーにとって 1つの神の召命（vocation）であり，ベギーにとって

「ドレフュス事件」が神秘的な神の召命におして成された参加行為であっ

た慌に，この場合もまた， 1つの神秘がベギーに働いた。そうした変貌の

中で「M・J・D」は書かれた。その意味において， ベギーが当初考えてい

た作111111タイトルが「ジャンヌ・ダルクの召命の神秘」 （ド線筆者） であっ

たとιう事はill史：なぷl床を持つ。

[111]-A 特色

’97年の「J・D」は［IIJ-Aで示した様に史実に忠実で、ある。だが，’10

年の「M・J・DJは， JJ(8）で明らかな様にわずか「J・D」の第 1幕， 5場

までがカバーされるにすぎず，舞台はドンレミ，登場人物はジャンヌの他

にオヴィエット，修道女ジェルヴェズに｜製られる 0 911ち，ベギーはジャン

ス・夕、、ルクの＇）｝＿ Iだに依る展開を1・？｝て，オヴィエット，修道女ジェルヴェズ

とzご；う！と実外の人物とジャンスの対話だけに焦点を絞り，ひたすらに 3人

の内面（対立）を迫う。ただわずかに洩れるジャンヌのセリフの端々に，
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ジャンヌの裁判記録からの引用（転用）が控え L~ に顔を出すにすぎない。

そして，この長大な作品中に，思いもかけずに《キリストの御受難（pas-

sion）》物語が挿入される。即ち，ペギーはルーアンに致るまでのジャンヌ

の史的物語性にわずらわされる事なく，召命を受けた少女ジャンヌの予感

に満ちた神秘を通して《戦闘》も，《裁判》もない， 謂はばヴェールを被

った 1少女の，《歴史》に登場する以前の人間的生活の枠内に生きる 13歳

の小女と共に，己れ（ベギー）の信仰回復と召命の意義を跡づける。それ

は完全に思念の世界であり，劇的場面構成は 1賞して論理上の追求，対立

に向けられ， 13歳の小女の ll調は通常における《小女》性をさえ失なう。

[III]-B 作品の意味

先に論じた「J・D」におけるジャンヌを中心とするオヴィエット及び修

道女ジェルヴェズの立場（考え方）は「M・J・D」におし、ても，そのまま守て

られ，更にそれぞれの性栴は精般に拡大される。従って，ここでは「J・D」

から継承噌｜陥されたイメージ（テーマ）のた民をいくつか追ってみる。

A) 天と地のイメージ（テーマ）

唐突に，ジャンヌのH日える主稿文に初まるこの作品は，その開幕から地

上（ジャンヌ）なるものが天上(t1/1）なるものに激しく対峠する様相をもっo

la maison temporelle (de la terre）←→lモglise

dans le ciel, la bataille humaine←→la paix des cieux, 

こうして多出する天と地の対立の中にあって，両極を結ぶイェズス際刑

の場への登撃が挿入される。

A)-1 下から上へ（上昇）

《イェズスよ，イエズスよ，いつの日にか，あなたは，かの国の山頂で，

あなたは人々に恵みを'if§れ，人々に涙し……》 CUi上の￥FJllを指す）《イエ

ズスは丘の小径を登った。エルサレムよ，エルサレムよ，お前はローマよ

り祝福されていた》《ベトレヘムよ……お前は永遠にキリスト教徒のすべ
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ての町上の上に， 我々のお陪い町々の上に久遠に輝くだろう》《イエズス

は地上の家を離れ天上の家に向かう》《型母マリアもまた受難の道を登る，

彼女も登る，登る，群集に混じり，ほんの少し御子の後方を，ゴルゴダの

丘に登りたもうた。その頂きに登った。その頂きまで登った。》《彼女の死

と彼女の昇天の日，彼女の死と彼女の昇天のあと。永遠に……》《イェズ

スは彼女に己が十字架の道程を歩ませた。遠く，近く，充分に遠く，充分

に近く，彼女はついて行った。彼女の背しみよりもっと苦しい十字架の道

程を……しかし彼は《神》であった……，彼は人間的な死が白ずからに登

ってくるのを感じていた，泣いている母，そして十字架の真下で苦しんで

いる母を目にすることなく……》（下線筆者）

この延々と続く上昇の感覚は天と地の中間に吃立する卜字架上のイェズ

スをくっきりと浮び上らせる。それは，場所からも（ゴ、ルゴダの丘），道程

からも（イエズスの 1生，または丘への登撃）， 際刑からも， 人類の頂上

で，最も神に近い場所での《御受難》を，ダイナミックに表現する。

A)-2 上から下へ（下降）

天（神）から与えられる忠み（benediction）は，地上に降る《雨》と表現

される。《あなたは，あなたの恵みを雨の様に， 慈雨の様に， 地上に恵み

をもたらす雨，の様に，恵みの雨，地上にとっては秋の雨，あなたのすべ

ての子供達の頭上に降り落ちる雨の様に注がせたもうた。》その天上から

の雨（恵み）はブドウを，小麦を実らせる。そのブドウ（酒）は《イエズス

の食卓に供され，イェズス御自身によって飲まれ，・・・…イェズスの血とな

ったのです》そして小麦から作られたノLンは《御身体に変わった》のであ

る。

天上からもたらされた地上への奇跡，それはイエズスの御生誕である。

それは《マテオによる福音書》の引用によって引き出され《御受難》の物誌

に組み込まれる。更に天上からもたらされた地上の奇跡として，あるいは

:frjiの召命として，ジャンヌへの呼びかけがある。これは当然「M・V・J・D」

部分に集中し，’97年の「J・D」より，その展開は複雑で広義である。ジャ

ンヌは言う。《私達は皆，救われた者達々としての召命をもっています。
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キリスト教徒は皆， 己れの救済を成すための内命をt, Jています。そし

て，残りの人々は，キリスト教徒になると L、う召命をも ＇） ているのです。》

ジェルヴェズは言う。《あなたは（ジャンヌのこと），きっと何か特殊の恩

寵をもっているのです。何か特有の思寵を。神の思召しは計りがたいので

す，……娘よ，あなたの内に何か普通でないものが起きたのです。何か，

そう，超自然的な何かがです。》そして’97年の「J・D」と同じ《お告げ》

（召命）がここでも繰り返されるD だが，’97年の「J・D」第 1幕， 5場にあ

ったこの《お告げ》がここでは最終部に置かれている。しかし，それには

長い伏線がある。即ち，この《お告げ》を引き出すものは，作品冒頭の主

薦文中後尾にあるo 《……神よ，キリスト教徒が14世紀過ごした今， 多く

の聖女，聖者の輩出したあと，あなたへの多くの殉教者達のあと，あなた

のひとり子の御受難と死のあと，更に新らしきものをお与え下さいませ…

…つまり，神よ，私達が今必要としているのは，私達におつかわしになら

なければならないのは， l人の聖女です，……事を成し透げる……》（下線

筆者）。その《聖女》はジャンヌ自身であり，彼女は選ばれて，何lの召命が

（天使を通じて）彼女に下る。更に小村ドンレミは小村ベトレヘムと並置
とわ

される。《誰も，決して永久にこのドンレミの小教区を覚えてなぞいまい。

誰れも，このドンレミの小教区の名なぞ生IIりはしまL、。誰れも，それが存

在したと言う事さえ知り l工しまL、D

「ユダの地ベトレへム，おまえはユダの村々の中で，もっとも小さなも

のではない。わが民イスラエルを牧するかしらはお前から出るからであ

る。」》

即ち，神によって意図されたジャンヌの召命は，イエズスの道程と一致

するのである。ジャンヌはイエズスの道程を辿る。イェズスの御受難は，

ジャンヌの受難を象徴する。故に，演劇的均衡を破って，延々と続く《pas-

sion》が挿入されたのである。その《passion》こそが，ベギーが切り捨て

た’97年の「J・D」の史的部分，そして，「J・D」が描かなかった火刑の場を

も超えて，ジャンヌの普遍と栄光を代弁する。そこで， A)-1及び A)-

2のイメージ（テーマ）は，次の十字架のイメージ（テーマ）に集中する。
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即ち，ルーアンでの火刑台におけるジャンヌの《J主義》へ向けてである。

B) 十字架のイメージ（テーマ）

《十字架》をめぐる対話部分は数ょにが，要約すれば’97年以来のテー

マ，傑刑のイエズスの意義は無効ではないか，とするジャンヌの疑念であ

る。それは際刑のイエズスの死は救いをもたらさないのではないか，それ

は無意味だったのではなL、か，と日う問L、であり， 1種の虚無感の表明と

もなる。

《私達すべての努力は虚しい， 私達の愛徳は虚しい。》《神よ，あなたの

ひとり子の血は虚しく流されたのでしょう，その血は 1度，そして何度も

虚しく流されたのでしょう（殉教者達の死を指す，筆者註）》《あなたは，

あなたのひとり子を虚しくこの世におつかわしになったのでしょう，イエ

ズス様は虚しく亡くなられたのでしょう》ならば，やはり《様々な愛徳は

康しいのです》だが，ここに’97年の「J・D」を超えて 1つの大きな転回

が用立される。

《あなたのひとり子の肉と血，そのJ(flによって出来た金貨，銀貨で，あな

たの御子の様々な御功績によって，永遠に臆われているのは，神よ，あな

たなのです》《（殉教者達は）， 彼らの虚しい向を流した。彼らの流した血

の思い出において，イエズス様の為に流したその的lの思い出において，彼

らは彼（イエズス）のために死んだのです，彼（イエズス）が私達のため

に死んだ様に……私達のフランスがffl!の家であります様に……神の家は殉

教の儀式によって聖なるものとなるのです》

i傑刑のイエズスの死，その暗罪のJ[Ilは有効なのである。ジャンヌの価値

ある《新らしき》殉教への道が確認される。即ち，’97年の神なしの「都市」

が神L、ます「都市」（フランス）へと変貌する。《かつて，人間があなたに

必要とされたことはありませんしあなたが人間にこんなに必要とされた

事はありません。あなた達（柑！と人間）は 1対なのです。あなた方はお互い

の為に創られたのです。》《イエズス様は我が父，とはおっしゃいませんで

した，我々の父， とおっしゃったのです。…...f-111よ，荘、はあなたの御手の

内におります》
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’97年の「J・DJは天上と地上の決裂にあった。’10年の「M・J・DJ も天

と地の鋭どい対崎に初まった。しカ道し，天と地の狭tHJに立つ｜‘＇Y

エズスの死を，救済の成．就と見，ジャンヌの道程をイエズスのそれに重ね

合わせる時，’10年の「M・J・D」における地上は天に融合してゆく。《大地

は，教会の歩みに似ております。大地は，教会への歩みが教会に昇り，入

る様に，それは天に昇る歩みの場です。私達は，大地があなたの御国の敷

居である事を欲求いたします。あなたの御国の入口は，あなたの御国に昇

り，入る大門の入口なのです。この大地が，あなたの御国の大門でありま

す様に。》《私は苦しみの道から天に昇る人間の声が好きです。》（下線筆者）

ここにも，上昇の感覚が繰り返される。地上なるものを歩むジャンヌの道

程は，天への階を昇るのであり，重ね合わされたイエズスの上昇共に，ダ

イナミックな展開を示す。それは見方を変えれば， 《地獄落ち》からの脱

出でもある。

結論にかえて

'10年以後のジャンヌ・ダルグ

’97年の「J・D」に（カトリックの）神との和解はなかった。だが’10年

の「M・J・D」にはベギ一個人の突然、の《回心》の上に以上の様な展開が見

られた。

「J・D」を考える時「調和ある都市」がそれと 1対をなす様に，もし

「M・J・D」にそれを求めるなら1909年，夏頃から執筆された「クリオ， I J 

及び「クリオ， IIJが更に豊かな「M・J・D」の補足をなすだろう。一一実

際「M・J・D」及び「M・V・J・D」のある部分は， その文脈上の論旨，文章

そのものが同ーのまま「クリオ， I及びH」の中に散見される。一一

「J・D」で芽生え， 「M・J・D」で開花したベギーのダイナミックなイメー

ジは，大地と天を含め，様々な変容を遂げつつペギーの詩作品の中に更に

熟成した形で、注ぎこまれる。あえて古うなら，’10年以後のベギーは詩作

の時代に入る。
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その詩作1W1の中， 1911年の《!i'J2徳の秘義の大門》， 1912年の《罪なき

嬰児たちの神秘劇》，同年の《聖女ジュヌヴィエーヴとジャンヌ・夕、、ルクの

綴織》等に，ジャンヌ・ダルグの断片を見出す。それは，まさに断片であ

り，’97年の「J・D」よりも，’10年の「M・J・D」よりも吏にベギーによっ

て，独得の《抽象化》をほどこされた断片的なジャンヌ像である。即ち，

「M・J・D」において， イエズスに接ぎ木されたジャンヌは，更にジャン

ヌ・ダルク，と言う音の響きだけになるかの様に忠われる。まさに，ジャ

ンヌ・夕、、ルクは以後の｛ノFfil~ （散文作品を含めて）何度となく現われる。あ

る時は前後の文章の脈絡上，論理的に，ある時は唐突に，現われる。それ

らのジャンヌ，はいずれにせよ，’97年の「J・D」から出発し，徐々にその

《歴史的側面，記述》を切りおとし， ジャンヌ・夕、、ルクと言う名から瞬間

的に連想する何か一一例えばイエズス，と明えられた時に瞬間的に連想す

る何か一一一に阿帰する。即ち，ベギーが，オルレアンの生家で， 日の前を

通過する x~上のジャンヌを日にした幼ない日の鋭どい感覚に同帰する；そ
の時，ジャンヌはベギーにとって，美であり，希望であり，苦であり，地

kであり，フランスそのものとなる。そこに到るプロセスに， 2つのジャ

ンヌ・ダルク劇が狭まれている，と考える。

註

略号について

プレイヤード版（Biblioth色quede la Pleiade) 

A) oeuvres en prose, 1898-1908二＞ pl.tome 1 

B) oeuvres en prose, 1909-1914ニシ pl.tome 2 

C) oeuvres poetiques completes，二＞ pl.tome 3 

《A)=1959 B）二1961 C)=l975》

以下，略号は必要に応じて初出の際に示す。

[I] 1897年の「ジャンヌ・ダルク」まで

( 1 ) この時期までのベギーを論ずるものとしては，

( 73 ) 

《Peguy》DanielHalevy, ed. (Grasset) Le livre de poche, 1979, p. 85-

p. 110. 
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《Experiencede ma vie, Peguy》JulesIsaac, 2 volsの内 tome1, ed, 

Calmann-Levy, 1960. 

《Peguy,soldat de la vcrite》Ro広erSecretain, ed, Librairie Academique 

Perrin, 1972, p. 16-p. 11:1. 

《Peguy》DanielHalevy, l~d. Grasset, 19仏 P.11-p. 52，が詳しい。

( 2) オルレアンは， 1429年， ジャンヌ・ダ、ルグ率し、るフランス軍によって，イギ

リス人の手から解放されたll!Jである。

シャルル・ペギーは，この町のフォープール・フ。ルゴーユュ18番地に生まれ

た。その家の窓から，ベギーは，度々ジャンヌ・夕、、ルグの大祭の日，馬上の

ジャンヌが通過するのを目にして育った。

( 3) 《Peguy,soldat de la verite》RogerSecretain, P. 27-p. 28参照。

( 11 ) この時代のベギーは，悲劇的人物に対する好みが強かった。

《Peguy》DanielHalevy, p. 106-p. 110. 

《じonnaissancede Pegay》JeanDelaporte, ed, Pion, 1959, p. 83-p. 95参

J~。

( 5) 1894年11月7日，ペギーは，合格した「エコール・ノルマル」の図書室から，

アンリ・ワロンと＊ジュール・キシュラによるジャンヌ・夕、、ルクに関する 2

冊の本を貸り出している。次いで1895年3月29日には，＊キシュラによる五

巻本からなるジャンヌの裁判記録その他を貸り出している。《Peguy》 B.

Guyon, ed, Hatier, 1913, p. 45参照。

*Jules Quicheratによって1841年から1849年にかけて書かれたくフランス歴

史学会叢書〉のための 5巻本は，ジャンヌ・夕、、ルグを知る上で重要な資料と

して名高い。

Jules Quicherat; Proces de rehabilitation et cle conclamnation de Jeanne 

d’Arc. Paris, 1841, 5 vols. 

( 6 ) ペギーは｛ノi九日執筆前に， ジャンヌ・夕、、ルグの生地， ドンレミに小旅行をして

し、る。

( 7) 1895年の書簡：《Introductionaux“Trois Mysteres”cle Peguy》Jean

Onimus，じcl,Cahiers cle l’Amitie Charles Nguy, 1962, p. 21参照。以後，

「I.T.S.」J.Onimusと略す。

( 8) Marcel Baudouinは 1896年 7月25日，土曜日に天折する。彼はベギーの，

サント二パルプ校時代の友人（親友人

Marcel Baudouin の家族及びペギーとの関係については，《Ledestin de 

Charles Peguy》MarcelPeguy, 1941, ed, Perrinが詳しい。

但，同書が，ボードワン家の家系を重要視しすぎる， やや偏向した見方があ

る，として批判的なのはロマン，ロランである。 しかし「カイェ」以前のペ

ギーを叙述したヘギーの子息による 1種のドキュマンとしては， すぐれてい

p
b
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る，と筆者は考える。

( 9) 1897年10月のこと。

彼Lぐもまたボードワン家の思想、を亡くなった比ともともはっきりと継承して

いた。話しくは註（8）の本にゆずる。 主た，彼女の持参金で，ペギーは「カ

イエ」の出版を手がける。

(10) 「半月子中山」＝《Cahiersde la quinzaine》以後「カイエ」と略すσ

「カイエ」 septiemecahier de la premiere serie，《Toujoursde la只rippe》

(le 5, avril 1900), pl. tome 1, p. 199. 

(l l) 「ジャンヌ・夕、、ルグ」以後「1・D」と略す。

I：ドンレミ， TI: I険闘， E：ルーアン

(12) この事に関して，ロマン・ロランは，次の様に述べている。

《なおも 1年間，生きている者と書きつづけると言わ死者の生存に関するこ

の驚くべき確認は，ベギーと古う忠実で野生的な心情のなかなる，死を否定

し，他界したものの現存を頑強につなぎとめようとする愛の炎を証し立てて

いるのだ。》「ペギー」みすず書房，山崎庸一郎，他訳， 1965,p. 52. 

(13) 「J・D」の献辞は，マルセル及びピエール・ボードワン（自著）でしめくくられ

ている。また，「マルセル，調和ある都市」の最終部は，「1898年4月，パリ

にて脱稿，ピエール・ボードワン」とある。またベギーが初期の論文で用い

たペンネームはピエール・ドルワール（ロワール河のピエール）であり，ベ

ギー自身の回想記とも言える 1篇（死後出版， pl.tome 1所収）の題名は

「ピエール，あるフョルジョワ生活の初まり」であるn

(11) 註（12）及び（13）参照。

(15) 「ペギ」ロマン・ロラン著，みすず書房， p.59, p. 180参！問。 またペギー犬

人は，その子供への洗礼行為の実施を担否している。

(16) 同書の目頭部分はこう初まる。「マルセルがオルレアンにいる私に会いにや

って来たのは1896年6月7日，日曜日のことで・.. • • • J pl. tome 1, p. 11. 

1896年6月7日とは， ドュリューで兵役に服していたマルセル・ボードワン

が，許可を得て，オルレアンにいるベギーに実際に会いに来た日である。

(17) ベギーはこのあと約10年間，この 2f仇拍（の量）に匹敵する作品を書いていな

い。社会主義的小論文は別にして。

(18）《Lareligion de Pegu y》PieDuploye, eel, Slatkine Reprints, 1978, p. 25 

参照。

(19) pl. tome 1, p. 22 

(20）同 p.4-p. 5 

(21) 

(22) 

(2:3) 

( 75 ) 

同

同

同

p. 36 

p. 12 

p. 118 p. 119 
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(24) pl. tome 1, p. 33 

(25) 

(26) 

(27) 

(28) 

(29) 

(30) 

(31) 

同 p. 45 

同 p. 20 

同 p. 27 

向上

同 p. 1:1 

向上

同 p. 36「調和ある都市」に受けつがれる古代性とは 1) Jes an・

ciennes croyances 2) Jes anciennes religions 3) Jes anciennes vies 

4) Jes anciennes cultures 5) Jes anciennes philosophies等であり， 1)

及び 2）で示される様にベギーは宗教そのものを否定している訳ではない。

(32) pl. tome 1, p. 42 

(33）同 p.12 

(34） 同 p.18-p. 21 

(35) 《Lareligion de Peguy》， p.34参照。

(36) 《Republiquesocialiste universelle》この言葉は， 「J・D」の《献辞》にあ

る。なお，ベギーの「調和ある都市」に影響を与えたものとして，

1）《Lacite antique》FustelCoulange, 

2）《Lacite de Dieu》SaintAugustin, 

3) 《L’histoireromaine》Michelet等が考えられる。

またプラトン，カントらの影響を見出す事も出来る。これらについては《Pe-

guy et Je monde antique》SimoneFraisse, ed, A. Colin, 1973, p. 171-

p. 172参照。

(37) 註（~i6）参照，及び《La religion de P匂uy》p.30-p. 31参照。

[II] 1897年の「ジャンヌ・ダルク」

( 1 ) pl. tome 3, p. 29-p. 53 

( 2) 第 1幕， 5場から Jeanetteが Jeanneにかわる。

( 3 ) pl. tome 3, p. 56-p. 88 

( 4) ロベール・ド・ボードリクールは当Hι ヴォクーノレール（ムーズ県）の隊長

だった。ジャンヌは1428年5月と翌年の 2月，伯父に併なわれてボードリグ

ールに会いにゆく。

《フランス人の歴史》巻 I,P.ガグソット，林田他訳，みすず書房， 1972,

p. 259参照。

《ジャンヌ・ダルグ》アンドレ・ボシュア，新倉俊一訳， 白水社， 1969, p. 

36-p. 37参照。

( 5 ) ジャンヌが《伯父》と呼んでいたデュラン・ラクサールの事（註（18）参照）。
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( 6 ) pl. tome 3, p. 89-p. 95 

( 7) ジャンヌは同年4月29日にオノレレアンに入った。

作品では， 4月30日についで， 5月5日， 5月8日のオルレアンが描かれる。

史実を追うと， 5月4日：サンニルー砦奪回， 5月5日：ジャンヌ， 3通の

降伏勧告書簡をイギリス軍に出す， 5月6日：オーギュスタン砦奪回， 5月

7日：トヮーレル砦奪回，ジャンヌ負傷， 5月8日：オルレアン解放。作品

は，これらの史実をほぼ忠実に踏まえている。

( 8) 註（7）の出来事が会話の中にほぼそのままに組みこまれている。

( 9 ) pl. tome 3, p. 99-p. 150 

(10) 9月8日，パリ攻撃。

(11) pl. tome 3, p. 152-p. 207 

(12) pl. tome 3, p. 208-p. 219 

(13) ’30年12月23日ジャンヌ，ルーアンに到着。

’31年2月21日ジャンヌへの尋問開始。

同年5月9日，ジャンヌ拷問のおどしを受ける。

(14) pl. tome 3, p. 223-p. 323. 

(15) 5月23日，ジャンヌに対する最後の説論。

5月24日，サンニトゥアン墓地で，ジャンヌ改宗宣誓－に署名。

5月28日，異端再犯に関する尋問。

5月30日，ルーアンのヴィューマルシェ広場で，ジャンヌ処刑される。（火JflJ)

(16) pl. tome 3, p. 324-p. 326. 

＊註，ジャンヌの史実に関する註は，

《Jeanned’Arc》ReginePernoud, Collection“Le temps qui court" eel, 

Seuil, 1959, p. 183-p. 185の年表を用いた。但し，この年表の各事項の日付

はアンドレ・ボシュアの年表と若干相異（最大前後 1日のずれ）するが，そ

れはキシュラの記載により近い。

(17) 例えば， 1429年3月6日のジャンヌの王太子との謁見のエピソード，｜司年7

月17日のシャルル刊世のランスにおげる聖別式， そして，火刑台上のジャン

ヌのエピソード等。

(18) ジャンヌの実父 Jacquesd’Arc，実ほ Isabeau d’Arc，ジャンヌの（伯父）

Durand Lassois (Laxart), Robert Baudricourt, Jeaロ， Dued’Alenc;on, 

Regnault de chartres, Gilles de Rais, Pierre Cauchon，等々 。

(19) pl. tome 3, p. 59-p. 60 

(20）同 p.60-p. 61 

(21) 

(22) 

(23) 

( 77 ) 

同

同

｜司

p. 64 

p. 33 

p. 34 
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(24) pl. tome 3, p. 32 

(25) ベガンは，ベギーの《小教区》を次の様に考えている。

《～彼の《小教区》に対する愛情はいやます。それは，信仰の具体的で了解可

能の形態なのであるから。》

《Lapriere de Peguy》AlbertBeguin, ed, La Baconniere Neuchatel, 

1942, p. 17参照。

(26) 例えば，ジャンヌの「ムーズ川に寄せる歌」 pl.tome 3, p. 80-p. 81，及び

p. 93等，大地に寄せる愛は深い。

《ペギの詩における「大地」のイメージ》「絶対への渇望」饗庭孝男，勤草書

房 1972,p. 273-p. 300参照。

(27) やや護教的内容だが，《Peguydevant Dien》BernardGuyon, ed, D.D.B. 

1974, p. 49-P. 61は，この見解の補足をなす。

(28) pl. tome 3, p. 40 

(29) 《Lareligion de Peguy》Pie,Duploye, p. 37-p. 46「Lamisむejの章，及

び《Lacrise de la conscience catholique》RobertBassらde,ed, Klinck-

sieck, 1975, p. 592，はこの見解の補足をなす。

(30) 《ベギー》ロマン・ロラン， P.61参照。

(31) 「カイエ」《Toujoursde la grippe》1900年4月5日け， pl.tome 1, p. 192. 

(32) エレミアの書： x: 23, p. 1174 

以後聖書からの引用文の訳はフェデリコ・パルパロ訳《聖書》（講談社版）

1980，を用い，ページ数は， LaBible de Jerusalem （大版）, Les 合litions

du CERF, 1974，で示す。（よって《マタイ》はマテオ，《ヤコブ》はヤコボ，

《ベツレヘム》はベトレへム等にかわる。）

(33) 「J・D」中の，飢えたる子供達のエピソード前後参照。 pl.tome 3, p. 30 （こ

のエピソードは「J・D」及び「M・J・D」 に共通する。）

(34) pl. tome 3, P. 53. 

(35) 《聖書の天地》犬養道子，新潮社， 1981,p. 197. 

(36) ジャンヌへの《お告げ》 pl.tome 3, p. 52. 

《ジャンヌよ，神がお前を今選びたもうたのだ，干If！の愛するこの王国からイ

ギリス人を追い払うがよい。》

(37) pl. tome 2, p. 325-p. 326. 

なお，ジャンヌがドンレミ出発を決意する言葉は次の通り， pl.同， p.65-p. 

66. （ヴアリアント， pl.同， p.1552）。

《あなたが，私に戦いに行け， とお命じになられたのだから，息は行くでし

ょう。あなたが私に， T太子様の為に，フランスを救え，とお命じになられ

たのだから，私はそうする様に努力するでしょう。私はあなたに，どこまで

も忠実である事を誓います。私はそれを望みます（以下ヴアリアント）私は

件。 ( 78 ) 
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LIIIJ 1910年の「ジャンヌ・ダルクの愛徳の神秘劇」

( 1 ) 《Lemystere de la charite de Jeanne d’Arc》以後， 「M・J・D」と！日行す。

( 2 ) 「LT.S.」］.Onimus, p. 26-p. 27の分析を）恥、た。

( 3) 1900年の流感， 1908年の肝臓障害。

( 1) 「カイエ」《我が友，我が予約購読者述へ》 1909年6月20日U，に詳しい。

( 5 ) 日’治的には家庭内の不和；ペギーの《回心》に｜恕しての。児に，近代《！世！と

学》への懐疑 l 
｝「クリオ」へ，

《老い》につての急速な認識（他） J ’ 

( 6) ジョセフ・ロート（ベギーの友人で，クータンスのリセの教n11Dの証日。

《Lettres& Entretiens》ed,De Paris 1954, p. 57より。《1908年，私は疲

れ切れ病いにふせっていたベギーに会った。 12年間の変わることのない大

きな波ツj’が，彼をついにこなごなにしてしまったのだ。私自身も大きな不卒

にみまわれていた。（ロートの娘，モニクの死，筆者註）彼は私に彼の苦悶，

彼の疲労，休息、への渇望について語った。例えば，何処か田舎の速い所にあ

るリセで，私の傍で哲学の授業を，小さなクラスで、やってみたい，とか。そ

の時，彼はひじをついて起き上り， Hにいっぱい涙をためて， こう言ったの

。
守

R

」
J
，t
 

一一｛業はftにすベてを ~j· つ戸二沢じやない

な。－－一一伎はカトリッグ教徒になったのだよ。一一それは突然の愛による，

たきな心情の衝動のよウだった。》

( 79 ) 



吏に大著《CharlesPeguy》HenriGuillemin, ed. Seuil, 1981の内，第8

章《Peguycroyant》P.250-p. 291は重要。（但，ベギーの回心が，ベギー

のナショナリスムの発揚と見る論旨には，筆者は賛同しかねる。）

( 7) pl. tome 2《Notrejennesse》p.581《C’estune vocation. Une destina-

ti on.》

( 8) 《Lemystere de la vocation de Jeanne d’Arc》この部分は，プレイヤー

ド版では， pl.tome 3 p. 1201 p. 1262. 

A. Beguin版《Lemystere de la charite de Jeanne d’Arc, avec deux 

actes inedits》ed,club du meilleur livre, 1956，では p.226以後にある。

前者の版は《附録》として，後者の版は作品の 1部として（図示）。このこと

に関して枚数の都合上触れられないが，詳しくは Beguin版所収の作品成立

史《Histoiredu mystere de la charite de Jeanne d’Arc》parAlbert 

Beguin, p. 321-p. 418及び「I.T.S.」J.Onimus, p. 30-p. 33参照。以後，

本論文では， Beguin版を底本とし，ベージ数は（B)p. －，と示し，便宜上，

プレイヤード版のページ数も併記する。なお「召命の神秘」は「M・V・J・D」

と略す。
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IM. J. DJ (1910) I IM. V.J・D! (1909) -J. D 1 (1897) 

」 l I 

卜刊たi附…川； II 

※ベガン版はこの後，’97年の「J・D」pl.tome 3, p. 52，《11me faut ...》

より， p.53最終部までをとり入れ，全体を「M・J・D」と考えている。筆者

も同じ考え方をとる。

[III]-A 特色

( 9 ) pl. tome 3, p. 439-p. 520，どこから，どこまでが（（passion》の部分かは，

他の考え方もあろう。

(10) ジャンヌの言葉（セリフ）は，その論旨，展開からみて， 13才の小女のもので
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はありえない．

(11) オヴイエヅトのスケッチとして，史に《Jeanneet Hauviette》（variation

ancienne sur le debut du drame de Jeanne d’Arc). pl. tome 3, p. 1179-

p. 1196を参照する必要がある．

《修道女ジェルヴェズはカトリック教会一ーすなわちその誤謬，そのエゴイ

スム，その倣慢を有しながら， なおかつ，その聖なる性質を保持している教

会を象徴する像である。》「ベギ」ロマン・ロラン， p.212. 

この修道女ジェルヴェズの性格， 「M・V・J・D」における彼女の変貌について

は，本稿では触れない。

A) 天と地のイメージ（テーマ）

(12) (B) p. 13-p. 17 pl. tome 3, p. 369-p. 372. 

(13) pl. tome 3, p. 416-p. 417 

(14） 同 p.1214-p. 1215 

A) 下から上へ（上昇）

(15) 「クリオ， I」《ゲッセマニとゴ、ルゴタにおけるキリスト》 p.233-p. 247参照。

上記のテキストは， 山崎庸一郎訳，中央出版，昭和52年，である。同書は

「クリオ， IJ及び「クリオ， E」を大幅なカットと，見出しをつける事で訳

出されたものである。従って，原書には《ゲッセマニ云々》はない。なお

「クリオ， I」及び「クリオ， IIJは執筆年代が「M・J・D」と近接ないしは重

複している。

(16) ( B) p. 54 pl. tome 3, p. 400 

(17）同 p.55 同 p.400 

(18）向上 同上

(19) ( B) p. 101 pl. tome 3, p. 435 

(20）同 p.142 同 p.452 

(21）同 p.144 同 p.468 

(22）同 p.158 同 p.478 

(23）同 p.168 同 p.478 

A）ー2 上からドへ（下降）

(2,1) 《第 2徳の秘義の大111J》（希望の讃歌）猿渡重達訳， 中央出版，昭和53年，第

6章《降下》 p.179-p. 211参照，同書は《Leporche du mystらrede la 

deuxieme vertu》（1911）の邦訳。

(25) ( B) p. 34 pl. tome 3, p. 384 

これは《マテオによる初計書》 V:15からの転用である。原文は次の通り。

《天の父は忠人の上にも舌：人の上にも日を昇らせ，義人にも，不義の人にも

雨を降らせる》 p.1422. 
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(26) ( B) p. 35 pl. tome 3, p. 385 

(27) 向上ページ，パン及びブドー（酒）はキリスト教における 1つの象徴である。

(28) ( B) p. 55 pl. tome 3, p. 401後述する。

(29) 残念ながら，本稿では「M・J・D」と「M・V・J・D」の成立状況，関連等には

触れない。

(30) ( B) p. 230 pl. tome 3, p. 1204 

(31) 同 p.231 同 p.1205 

(32) 同 p. 238 同 p. 125, ここに修道Lぐジェルヴェズの《聖なるも

の》（註（11）参照）とその変貌がある。

(33) ( B) p. 359 pl. tome 3, p. 1258 

く1897年の「ジャンヌ・ダルク」〉の項，註（36）参照。

(34) (B) p. 17 pl. p. 372 

(35) (B) p. 55 pl. p. 401 

なお「 」中はくマテオによる福音書） II: 6からの引用である。（ベギー白

身の）' p. 1116. 

(36) 《マテオ，マルコ，ルカらがイエズスのために記したものは，公証人がジャン

ヌ・ダルクのために記したものである。 イエズスのための福白書は，ジャン

ヌ・ダルクの裁判記録である。》

（《デカルト氏に関する覚え書ftH遺》） pl. tome 2, p. 1181 

《コルネイユはジョワンヴィルと，裁＇ F!Jil1己録（ジャンヌの）は福音書と，ポリ

ュークトは聖」ミルイと，ジャンヌ・夕、、ルクはイエズスと共に歩く。》（同， pl.

tome 2, p. 1471) 

《福音書はイエズス・キリストの裁判記録（ジャンヌのそれにかけている，筆

者註）に多くの部分を割いている。》 pl.tome 2, p. 1480。即ち「M・J・D」の

中でのイエズスの《裁きの場》は，ルーアンの《裁判》と並置ないしはそれ

を代行（代弁）している。更に「クリオ， I」に描かれるイエズスの御受難

はドレブェス事件と重ね合わされている事にも注意したい。

(37) croixそのものが出ている個所，例えば pl.tome 3, p. 375, p. 376, p. 414, 

p. 419, p. 428, p. 461等。

(38) ( B) p. 31-p. 32 pl. tome 3, p. ~382 

(39）同 p.36 同 p.386 

(40）同 p.54 同 p.399 

(41) 

(42) 

(43) 

(41) 

(45) 

同 p.79 同

同 p.285 同

同 p.309-p. 210 同

同 p.255-p. 256 同

同 p.254 同

p. 418 

p. 1230 

p. 1239 

p. 1217 

p. 1217 

-259- ( 82 ) 



(16) pl. tome 3, p. 1244 

《歩く》行為，《垂直的な象徴化》については

《L’imaginationdu mouvement dans l'oeuvre de Peguy》JosephBonen-

fant, ed, C.E.C. de Montreal，の第 1章（p.16-p. 52）《Enmarche》，第6

章の 2《Lasymbolisation verticale》p.267-p. 286参照。

( 4 7) pl. tome 3, p. 1256 

(48）《L'imaginationdu mouvement dans l'oeuvre de Peguy》p.308-p. 309 

参照。

結論にかえて

( 1 ) 同時に，この両者には重要なテーマ《秘跡論》及び《聖体拝領》に関する間

題があり，それは「M・J・DJに深く関係するのだが，本稿では触れない。

( 2）《Leporche du mystらrede la deuxiらmevertu》

※《第2のジャンヌ・夕、、ルグを書く，それはこれだ》とベギーが言って書かれ

たこの作品に，ジャンヌの姿はない。むしろ，それはジャンヌの持つ象徴的

な万囲気なのだろうか？

※「I.T.S.」J.Onimus, p. 18 p. 19参照。

( 3）《Lemystere des saints Innocents》

( ,1）《LaTapisserie de Sainte Genevieve et de Jeanne d’Arc.》

( 5) ヘギーは，歴史の外縁をなぞる様な機械的な歴史記述，歴史観を強く嫌って

いた。

( 6 ) 例えば《LaTapisserie de Sainte Genevieve et de Jeanne d’Arc》にお

いて，《馬上のジャンヌ》のイメージ（幼ない日に，ベギーがオルレアンで目

にしたで、あろう，一一一1897年の「J・D」の項，註（2）参照一一）が現われる事

に注目したし、。 pl.tome 3, p. 842 

( 7）《L’universfむninindans l'oeuvre de Charles Peguy》RobertVignault, 

ed, D. de Brower, 1967, p. 236-p. 253参照。
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